
柏
市
と
鎌
ケ
谷
市
に
ま
た
が
る

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
は
２

２
５
０
ｍ
の
滑
走
路
を
備
え
て
お

り
、
飛
行
機
の
乗
務
員
を
育
成
す

る
教
育
施
設
で
す
。
毎
年
１
０
０

人
程
度
が
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

哨
戒
機
Ｐ
３
Ｃ
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
騒
音

が
周
辺
住
民
に
大
変
な
生
活
環
境

の
悪
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
着
陸
し
た
ら
そ
の
ま

ま
再
び
離
陸
す
る
「
タ
ッ
チ
＆
ゴ
ー
」

の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
機
が
飛
び
立
っ
て
か
ら
旋
回
し

て
戻
り
着
陸
し
て
ま
た
飛
び
立
つ

ま
で
の
時
間
を
計
っ
た
ら
４
分
３

０
秒
で
し
た
。

周
辺
の
住
民
か
ら
は
、
「
５
分

に
一
度
飛
ん
で
き
て
、
も
の
す
ご

く
う
る
さ
い
。
電
話
も
出
来
な
い

し
、
テ
レ
ビ
の
音
も
聞
こ
え
な
く

な
る
」
と
の
苦
情
が
た
く
さ
ん
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
タ
ッ

チ
＆
ゴ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
訓
練
が
夜
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
基
地
で
は
、

「
夜
間
の
飛
行
訓
練
も
必
要
な
の

で
夜
９
時
ま
で
実
施
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
あ
ら

ゆ
る
事
態
」
を
想
定
し
た
有
事
の

訓
練
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
の
や
り
と
り
で
、

陸
上
自
衛
隊
習
志
野
演
習
場
で
行

わ
れ
て
い
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下

訓
練
用
の
飛
行
機
が
下
総
基
地
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
米
軍
も

年
に
数
回
飛
来
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

住
宅
密
集
地
に
自
衛
隊
の
基
地

が
あ
り
、
そ
こ
で
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
訓
練
が
夜
間
も
行
わ
れ
て
い

る

こ
の
こ
と
自
体
、
異
常
な

こ
と
で
す
。
住
民
の
暮
ら
し
は
毎

日
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
脅
か
さ
れ

な
い
よ
う
一
日
も
早
く
止
め
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日本共産党船橋市議団とともに
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５
・
７
▼
畳
店
か
ら
状
況

聞
く
／
金
沢
和
子
市
議
や

共
産
党
夏
見
支
部
と
地
域

を
訪
問
／
共
産
党
の
会
議

５
・
８
▼
松
崎
佐
智
市
議

と
西
船
橋
駅
北
口
で
宣
伝

５
・
９
▼
平
和
民
主
革
新

を
め
ざ
す
船
橋
の
会
世
話

人
会
／
河
川
の
悪
臭
対
策

で
土
木
事
務
所
要
請
／
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
聞
き
取
り

５
・
10
▼
共
産
党
全
県
地

方
議
員
研
修
会
／
県
議
団

会
議
／
安
倍
内
閣
退
陣
め

ざ
す
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

５
・
11
▼
平
和
委
員
会
の

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基

地
調
査
に
参
加

５
・
12
▼
三
番
瀬
を
守
る

会
の
総
会
で
報
告
／
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ

５
・
13
▼
千
葉
県
自
治
体

学
校
の
分
科
会
で
報
告

５
・
14
▼
県
道
の
渋
滞
対

策
で
土
木
事
務
所
職
員
と

現
地
調
査
（
八
千
代
市
）

５
・
15
▼
金
沢
市
議
と
船

橋
駅
南
口
で
宣
伝
／
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ

５
・
16
▼
船
橋
革
新
懇
の

宣
伝
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

５
・
17
▼
県
議
団
会
議

５
・
18
▼
船
橋
特
別
支
援

学
校
を
視
察
／
二
和
病
院

有
志
後
援
会
の
集
い

５
・
19
▼
松
崎
市
議
と
中

山
後
援
会
の
つ
ど
い

５
・
20
▼
中
沢
学
・
坂
井

洋
介
両
市
議
と
報
告
会
／

日
中
友
好
協
会
講
演
会

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

４
分
３
０
秒
ご
と
に

タ
ッ
チ
＆
ゴ
ー
訓
練

船
橋
市
の
北
部
地
域
な
ど
の
住
宅
地
に
騒
音
を
ま
き
ち
ら
し

て
い
る
「
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
」
の
訓
練
飛
行
に
つ
い

て
、
現
地
調
査
を
５
月
１
１
日
に
行
い
ま
し
た
。
主
催
は
船
橋

市
平
和
委
員
会
（
準
）
で
す
。

下
総
基
地
で
説
明
を
受
け
る
（
手
前
右
か

ら
）
日
本
共
産
党
の
浅
野
史
子
・
椎
葉
寿

幸
両
県
副
委
員
長
、
斉
藤
和
子
前
衆
院
議

員
、
丸
山
慎
一
県
議
、
（
一
人
お
い
て
）
中

沢
学
市
議
。

＝
５
月
１
１
日
・
下
総
航
空
基
地

加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設

を
め
ぐ
り
、
柳
瀬
唯
夫
元
首
相

秘
書
官
が
首
相
官
邸
で
学
園
関

係
者
ら
と
３
回
も
会
っ
て
い
な

が
ら
、
安
倍
晋
三
首
相
の
関
与

を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
た
い

し
て
、
「
納
得
で
き
な
い
」
と
い

う
人
が
Ｊ
Ｎ
Ｎ
の
調
査
で
８
０

％
、
「
共
同
」
の
調
査
で
７
５
・

５
％
に
達
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
５
月
１
４
日
に
放

映
し
た
世
論
調
査
で
も
、
「
納
得

で
き
な
い
」
「
あ
ま
り
納
得
で
き

な
い
」
を
合
わ
せ
て
７
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

柳
瀬
氏
の
参
考
人
招
致
で

「
疑
惑
は
深
ま
っ
た
」
と
思
う
人

は
７
４
％
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
）
に
上
っ

て
い
ま
す
。

野
党
は
、
参
考
人
招
致
を
受

け

て

、

獣
医
学

部
新
設

が
「
加

計
あ
り

き
」
で

進
め
ら

れ
た
疑

惑
を
厳

し
く
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
共
同
」
で
は
加
計
学
園
の
獣

医
学
部
新
設
を
認
め
た
政
府
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
６
９
・
９

％
が
「
適
切
だ
っ
た
と
思
わ
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
の
調
査
で
は
、
麻
生

太
郎
財
務
大
臣
・
副
総
理
の

「
セ
ク
ハ
ラ
罪
と
い
う
罪
は
な

い
」
と
い
う
発
言
に
、
７
６
％

が
「
問
題
が
あ
る
」
と
回
答
。

公
文
書
の
改
ざ
ん
は
「
個
人
の

問
題
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
は

７
８
％
が
「
納
得
で
き
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
麻
生
大
臣

の
辞
任
を
求
め
る
人
は
Ｊ
Ｎ
Ｎ

と
「
共
同
」
い
ず
れ
も
４
９

％
。
内
閣
は
こ
の
国
民
の
声
に

応
え
る
べ
き
で
す
。

有
事
を
想
定
し
て
夜

間
の
訓
練
も
実
施

下
総
基
地
に
訓
練
用
と
し
て
配
備
さ
れ
て

い
る
哨
戒
機
Ｐ
３
Ｃ
。

＝
５
月
１
１
日
・
下
総
航
空
基
地

〔
哨
戒
機
と
は
〕

潜
航
中
の
潜
水
艦
を
見
つ
け
出
し
、
攻

撃
す
る
能
力
も
備
え
て
い
る
軍
用
機
。
Ｐ

３
Ｃ
は
時
速
７
３
０
㎞
で
ホ
ノ
ル
ル
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。


